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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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「theEND自民党政治 戦争法廃止！裏金政治を終わらせよう！９・19日比谷集会＆デモ」の
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「さようなら自民党政治」〈抜粋〉
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上流からの流木が川からあふれ出し、家々をなぎ倒した

９月22日、石川県輪島市（邑田眞美さん撮影）
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